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❖要約❖
フォーカシングにはセラピストが担当事例のクライエントとの面接過程で生じた自分自身の体
験についてフォーカシングを行う「セラピスト・フォーカシング」と呼ばれるものがありセラピ
スト支援として有益であるとされている。本論では、フォーカシングに馴染みのないセラピスト
であってもその有益性を実感できるようなマニュアル作成を試み、本マニュアルを用いるとどの
ような特徴と利点を持つ支援となるか、また有用であるかを考察した。本マニュアル体験者の多
くはフォーカシング未経験者であったが、内省報告からは、フォーカシング特有のプロセスを体
験し、クライエント／ケースの理解およびセラピストの自己理解が促進されていた様子が観察さ
れた。また、詳細を語らなくともプロセスを進められるフォーカシングの利点により、守秘義務
を遵守しながらケースを振り返ることができ、セラピストに安心感を与えていたことなども併せ
て観察された。以上のことから、本マニュアルがセラピスト・フォーカシングの持つ特徴を有し
ており、セラピストに対する支援の方法として有益であり、セラピストのフォーカシング経験を
問わず有用であったことが示唆された。
キーワード：セラピスト・フォーカシング・マニュアル、セラピスト支援、フォーカシング
Abstract
According to studies conducted on Therapist Focusing, in which therapists focus on their 
clients/cases and their own experiences during the therapeutic session, the significance for sup-
porting therapists has been observed. This paper describes an attempt to develop a Focusing 
Manual for Therapists who are not familiar with Focusing. The characteristics and availability of 
the manual as a means of supporting therapists are discussed. Although many of the participants 
who tried this manual had never experienced Focusing before, feedback showed that they experi-
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1 ．はじめに
　特定の状況や気がかりについて感じられる、
「ぴったりとは言い表せないが、確かに感じられ
る心の実感」―それは、例えば大急ぎで出掛け
る用意をしているのに、どの服を着てもしっく
りこない感じや、対応の難しさを感じる人に会
う前のなんとも言い表しがたい気の重さ、また
は、ネガティブなものに限らずうれしい体験の
余韻に浸っているときの感じなど、誰しもが日
常的に体験し感じていることを指している。哲
学者であり心理学者でもある Gendlin（1981）
は、このような心の実感を「フェルトセンス」
と呼び、多様な要素が含まれているフェルトセ
ンスに丁寧に注意を向け、その人独自の意味を
見出し、自己理解を促す一連の方法としてフォ
ーカシングを考案した。
　フォーカシングには、セラピスト（以下 Th.）
が担当事例のクライエント（以下 Cl.）との面接
過程で生じた自分自身の体験についてフォーカ
シングを行う「セラピスト・フォーカシング」
（吉良 2002a；池見・河田，2006；池見・矢野・
辰巳ら 2006 など）と呼ばれるものがあり、クラ
イエント理解や Cl. との関係理解が進むと同時
に Th. 自身の理解も促進されることから、セラ
ピスト支援として有益であるとフォーカシング
を行っている Th. たちのあいだでは言われてき
た。原則的にセラピスト・フォーカシングは、
自身の Th. としての体験について感じられるこ
とを言い表す人（フォーカサー）と、言い表さ
れたことを丁寧に傾聴しそのプロセスを共にす
る人（リスナー）との 2 人でセッションを行う
が、現実としてフォーカシング未経験者同士で
のセッションは容易とは言えない。そこで筆者
は、フォーカシングに馴染みのない Th. であっ
てもその有益性を享受でき、また、広く適用さ
れ得るマニュアル作成を試みた。本論では、吉
良（2002a）が提唱した「セラピスト・フォーカ
シング法（以下 TFM）」からの展開およびその
他先行研究について言及し、試作マニュアルの
紹介とともに同マニュアルの実施例とその体験
者による感想を報告する。同時に、フォーカシ
ングに馴染みのない Th. が同マニュアルを用い
ることでどのような体験をし、どのような支援
となり得るのか、その特徴を考察することを目
的とする。なお、本論では Cl. その人自体を指
すときは「クライエント」、Cl. を取り巻くすべ
ての状況を含めた場合は「ケース（以下 Ca.）」
という表現を用いる。
2 ．先行研究
　Th. が行うフォーカシングを TFM として最
初に具体的な手順を記述したのは吉良（2002a）
である。吉良は自らの心理療法の経験をもとに、
抱えている問題と距離をとることができず圧倒
され振り回されるような状態に陥った Cl. は、
「主体感覚（体験に伴う自律性の感覚）」（吉良
2002b）が損なわれた状態にあると指摘した。ま
たそのような Cl. との面接では、Th. 自身の体験
enced what is characteristic of the Focusing process and the manual helped them to carry 
forward new understandings of their clients/cases and of therapists themselves. One of the dis-
tinctive advantages of Focusing, which is that personal details of the clients/cases need not be 
disclosed, enabled therapists to review the cases while maintaining confidentiality and this pro-
vided therapists with a sense of safety and security. It is suggested that this Focusing manual has 
common distinctive features with Therapist Focusing in general, in supporting therapists and is 
beneficial and available to therapists regardless of their Focusing experiences.
Key Words: Manual of Therapist Focusing, Support for Therapists, Focusing
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の主体感覚も希薄化し損なわれがちであるため、
Th. が自らの主体感覚を賦活する方法としてフ
ォーカシングを手順化した。主体感覚が損なわ
れた状態に陥った Th. が単発的にセッションを
受けること、またスーパービジョン（以下 SV）
のような助言や指導というニュアンスは持たず、
面接場面で Th. に生じた体験の吟味や探索を通
じた自己理解の促進など SV とは異なる機能を
特徴とすることから TFM と名付けた。吉良は、
下記の 3 つのステップからなる TFM によって
事例の中で Th. が感じていることを丁寧に吟味
していくことが可能となり、クライエント理解
だけではなく Th. の自己理解にも繋がることを
指摘した。TFM の基本的な手順は以下の通り
である（吉良 2002a）。
ステップ 1〔全体を確かめる〕
ある事例を担当するうえで Cl. に対して感
じている気持ちや、その事例を担当するこ
とに関連して感じている気持ちの全体をゆ
っくり振り返り、そこで思い浮かんでくる
さまざまな気持ちをひとつずつ確認してい
く。
ステップ 2〔方向を定める〕
確認できた複数の気持ちを振り返りながら、
そのうちのどのあたりについて、さらにフ
ォーカシングの作業を進めていきたいと感
じるかを Th. に問い、セッション進行の方
向を定めていく。
ステップ 3〔フェルトセンスの吟味〕
Th. によって選ばれた気持ちについてフェ
ルトセンスを再度確かめ、そのフェルトセ
ンスを吟味するなかで思い浮かんでくるこ
とを言語的に明確化していく。
　池見・矢野・辰巳ら（2006）は、TFM の他
にも Th. のケース理解を援助する内省のセッテ
ィングがあるとして次の 3 つを挙げた。1 ）継続
的な SV の中で Th. が Cl. についてフォーカシン
グをする（フォーカシングを用いた SV）、2 ）
単発的に、Th. が Cl. について、TFM ではなく
標準的なフォーカシングを用いて内省する、3 ）
トレーニング・セラピーの意味を含めて Th. が
継続的にフォーカシングを受ける（この場合取
り上げる事柄は Ca. に限定する）。
　これまでTFMについては吉良（2002a、2005、
など）が、1 ）については伊藤・山中（2005）
が、2 ）については池見・矢野・辰巳ら（2006）
が、3 ）については池見・河田（2006）が、ま
た 2 ）と 3 ）が合わさったものに近いセッティ
ングを三宅・松岡（2007）が報告している。
Th. 以外の対人援助職への適用として教師（松
村 2006）、看護師（牛尾 2009）、学生ボランティ
ア（平野 2010a）、産業保健師（平野 2010b）を
対象とした研究が報告されている。
　その後、吉良（2010，p. 35）は「セラピスト・
フォーカシングは必ずしも一定の手順に沿って
進む必要があるわけではなく、1 ．適度な体験的
距離を保ちながら、2 ．フェルトセンスに触れて
いく、という 2 点が大切にされていれば手順は
さまざまに変化しうる」と述べ、TFM の基本
的な手順―3 つのステップ―を維持しながらも、
単発的なセッションだけではなく継続的なセッ
ション、Th. としての職場環境についてのセッ
ション、〔全体を確かめる〕ステップのみの実施
など、セッションの進め方を多様に発展させて
いる。しかしながら、吉良に限らずこれまでの
先行研究の多くにおいてリスナーを務めたのは
フォーカシング経験が豊かな Th. である。そこ
で、本マニュアル作成にあたってはフォーカシ
ングに馴染みのない Th. 2 人であってもセッシ
ョンが行え、且つそれぞれがその有益性を実感
できるようなフォーカシング・マニュアルを目
指した。
3 ．セラピスト・フォーカシング・マニュアル
　本マニュアル（表 1 参照）のフォーカシング
はステップ A・B・C の 3 つの手順に沿って進
めるが、まずはフォーカサーとリスナーの座る
位置や向きの調整、ゆっくりと呼吸を整えるこ
とから始める。フォーカサーとリスナーがそれ
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6)
・さ
っ
き
言
い
表
し
た
も
の
で
も
か
ま
わ
な
い
で
す
し
、
例
え
ば
、
ぴ
っ
た
り
　
と
く
る
漢
字
一
字
と
い
う
の
で
も
い
い
で
し
ょ
う
。
7)
・「
い
ま
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
○
○
（選
ん
だ
こ
と
ば
な
ど
の
表
現
）
　
で
合
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
」
　
ぴ
っ
た
り
だ
と
い
う
感
覚
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
表
現
と
感
じ
ら
れ
て
　
い
る
こ
と
の
間
と
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
よ
う
に
し
て
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
*「
○
○
と
い
う
の
が
そ
の
感
　
じ
と
ぴ
っ
た
り
で
す
か
？
」
　
と
い
う
よ
う
に
、
尋
ね
て
み
　
ま
し
ょ
う
。
・「
な
ん
だ
か
違
う
よ
う
だ
」と
感
じ
る
よ
う
な
ら
、
ま
た
別
の
ぴ
っ
た
り
と
　
く
る
何
か
が
浮
か
ん
で
く
る
ま
で
あ
わ
て
ず
に
待
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
8)
*す
べ
て
の
問
い
を
使
う
  
 必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「そ
の
C
l./
C
a.
の
何
が
そ
ん
な
に
○
○
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
」
「こ
の
こ
と
の
何
が
こ
う
感
じ
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
「○
○
な
感
じ
は
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
「○
○
は
こ
の
C
l./
C
a.
の
何
を
伝
え
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」
「○
○
の
感
じ
の
本
当
に
よ
く
な
い
こ
と
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
「何
か
邪
魔
を
し
て
い
る
も
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
9)
・ 
少
し
時
間
を
と
っ
て
、
浮
か
ん
で
き
た
も
の
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
う
よ
う
に
　
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。
＊
新
し
い
こ
と
が
何
も
浮
か
ば
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
無
理
に
感
じ
よ
う
  
 と
は
せ
ず
、
ス
テ
ッ
プ
B
－
3）
と
同
じ
よ
う
に
、
「こ
の
C
l./
C
a.
に
つ
い
て
、
  
 こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
な
感
じ
方
を
し
て
い
た
ん
だ
ね
」と
確
認
し
て
終
わ
り
  
 ま
し
ょ
う
。
10
)
終
わ
る
際
に
・C
l./
C
a.
に
つ
い
て
新
し
く
わ
か
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
　
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
*フ
ォ
ー
カ
サ
ー
に
、
　
「じ
っ
く
り
と
味
わ
え
ま
し
た
　
か
？
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
え
ら
　
れ
そ
う
で
す
か
？
」と
い
う
　
よ
う
に
尋
ね
、
了
承
を
得
ら
　
れ
て
か
ら
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
　
え
て
く
だ
さ
い
。
＊
フ
ォ
ー
カ
サ
ー
が
た
く
さ
ん
語
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
　
  
の
５
分
程
前
に
「残
り
時
間
は
５
分
で
す
よ
」と
予
め
お
知
ら
せ
し
て
  
  
お
き
ま
し
ょ
う
。
＊
最
後
に
、
リ
ス
ナ
ー
か
ら
ど
ん
な
感
じ
が
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
な
が
ら
　
  
振
り
返
り
を
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
 「
一
つ
は
重
苦
し
い
感
じ
で
し
た
  
  
ね
、
も
う
一
つ
は
重
苦
し
さ
と
は
異
な
る
柔
ら
か
い
感
じ
で
し
た
ね
、
そ
し
  
  
て
尖
っ
た
感
じ
も
あ
り
ま
し
た
ね
」と
い
っ
た
具
合
に
。
十
分
に
味
わ
え
た
な
と
思
え
た
ら
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
え
ま
し
ょ
う
。
い
ま
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
ぴ
っ
た
り
と
言
い
表
す
よ
う
な
表
現
（こ
と
ば
、
フ
レ
ー
ズ
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、
漢
字
一
字
な
ど
）を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
問
い
か
け
に
対
し
て
浮
か
ん
で
き
た
こ
と
に
や
さ
し
く
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。
＊
も
し
か
す
る
と
今
ま
で
思
っ
て
も
お
ら
ず
、
気
づ
き
も
し
て
い
な
か
っ
た
  
 よ
う
な
こ
と
が
表
出
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
意
外
な
も
の
で
あ
る
こ
と
  
 が
多
い
で
す
が
、
新
し
く
気
づ
い
た
こ
と
を
や
さ
し
く
受
け
止
め
る
よ
う
に
  
 接
し
ま
し
ょ
う
。
上
記
の
問
い
を
最
初
に
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
で
何
も
浮
か
ん
で
こ
な
い
場
合
、
次
の
よ
う
な
問
い
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
ぴ
っ
た
り
の
表
現
が
得
ら
れ
た
ら
、
次
の
よ
う
に
問
い
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
見
つ
け
た
表
現
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ぴ
っ
た
り
か
ど
う
か
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
＊
フ
ォ
ー
カ
サ
ー
は
「何
が
？
」と
考
え
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
感
じ
　
 ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
向
け
た
ま
ま
、
や
さ
し
く
声
を
掛
け
る
よ
う
  
 に
尋
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
よ
う
に
問
い
か
け
て
み
る
こ
と
で
、
自
然
と
湧
き
上
が
っ
て
く
る
  
  
も
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と
、
今
ま
で
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
  
  
こ
と
が
思
い
浮
か
ん
で
き
た
り
、
問
題
の
感
じ
方
に
変
化
が
起
こ
る
  
  
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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ぞれにとって落ち着く位置を探ることは、その
後、感じていることに丁寧に注意を向けていく
ことへの準備体操とも言える。ステップ A【ク
ライエント／ケース（以下 Cl./Ca.）をひとつ選
ぶ】では、対応の難しさを感じている、または、
なぜだか気に掛かる Cl./Ca. を選び、ステップ B
【選んだ Cl./Ca. について、どのような感じがあ
るのか見渡すように確認する】では、選んだCl./
Ca. を思い浮かべるとどのように感じられるの
かを言い表す。複数ある場合は、すべてを挙げ
たところで少し時間を取り、「こういう気持ちが
あったんだな」というように、挙げた感じ全体
を見渡すように確認する。ステップ C【選んだ
Cl./Ca. について、感じられていること（フェル
トセンス）と関わる】では、ステップ B で確認
し選んだ感じに丁寧に注意を向け、その Cl./
Ca. の何がそんなふうに感じられるのかなどと
問いかけてみる。問いかけに対して浮かんでき
たことがあれば、やさしく耳を傾けそれをじっ
くり味わう時間を取りセッションを終了する。
以上が一連の流れである。1 セッションの所要
時間は、選んだ気がかりやフォーカサーのプロ
セスの進み方によるため一概には言えないが、
おおよそ 20 ～ 30 分と設定している。後述の研
修会では、ペア・ワークでそれぞれ 20 分ずつの
セッションを行った。
　本マニュアルは、フォーカシング簡便法
（Gendlin 1981）を基盤として作成したものであ
る。しかし、簡便法の第 1 のステップであるク
リアリング・ア・スペース（以下 CAS：どんな
気がかりがあるのかを確かめながら、それらに
巻き込まれないように間を置く）は行わず、注
意を向ける Cl./Ca. を選ぶこと（ステップ A）か
らセッションを始める。セラピスト支援の方法
としてのフォーカシングであるため、取りあげ
る対象は業務で関わり、「気にかかる」、「対応が
難しい」と感じている Cl./Ca.、または同僚や仕
事における気がかりと限定している。これによ
り Th. の公私にわたる気がかり全般への CAS よ
りもフェルトセンスをよりはっきりと感じるこ
とが可能となるうえ、CAS のみでの時間経過を
避ける意図もある。さらに、フォーカサーが実
際に話し始めるときにはすでに注意を向けたい
特定の対象が決まっていることも多く、そこか
ら CAS を行うよりも、特定の対象について感
じられることを確認していく（ステップ B に入
る）方がセッションを進めやすいと判断した。
　ステップ B【選んだ Cl./Ca. について、どのよ
うな感じがあるのか見渡すように確認する】で
取り上げるのは、Cl./Ca. との関係性全体につい
て感じられることである。選んだ Cl./Ca. を思い
浮かべると、どのように感じられるのかをひと
つずつ挙げていき、「もうこれ以上は思い浮かば
ない」というところまでこの手順を繰り返す。
TFM の第 1 ステップ〔全体を確かめる〕は、特
定の問題についての全体を確かめる作業であり、
本マニュアルのステップ B と同様の作業を行っ
ていると考えられるが、TFM ではセッション
前に、取りあげる Cl. や Ca. を決め、リスナーが
フォーカサーの話についていきやすいようにと、
その概要について簡単に話してもらう時間を取
っている。一方、本マニュアルでは、事象を詳
細に語らなくてもプロセスを進めていくことが
できるフォーカシングの特徴が、守秘義務が職
務上の重要事項である Th. の支援にとって利点
になると考え、Cl. の症状や家族構成など詳細な
個人情報および状況の説明は基本的に必要ない
旨の説明を行っている。Cl./Ca. についての情報
は話したくなるものだが、それらに言及しない
ことで、よりフェルトセンスに注意を向けやす
く、安心して言い表すことが可能となり、セッ
ションの所要時間短縮にも繋がると考えられる。
しかしこれは、どちらの進め方が優れていると
いう問題ではなく、どのような状況で、誰とど
のような目的でセッションを行うかによって、
フォーカサーとリスナーが相談のうえ使い分け
されればいいことである。ステップ C【選んだ
Cl./Ca. について、感じられていること（フェル
トセンス）と関わる】は、基本的に簡便法のス
テップ 2 ～ 6 に準じた流れとなっている。なお、
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フォーカシング独特の表現はマニュアル全体を
通して最小限になるようにした。
4 ．セラピスト・フォーカシング・マニュアル
の実施例
　20XX 年 Y 月某都道府県臨床心理士会におい
て「セラピストのためのフォーカシング」の研
修会が、関西大学心理専門職大学院 池見陽教
授を講師として開催された。午前 2 時間半、午
後 2 時間半の研修会では、午前にフォーカシン
グの基礎となる体験過程理論やフォーカシング
についての講演およびデモンストレーション、
午後に本マニュアルを用いたセラピスト・フォ
ーカシングのデモンストレーションと、参加者
が本マニュアルを用い実際に体験するという内
容で行われた。フォーカシングはペアになり、
それぞれが 20 分ずつフォーカサーとリスナーを
体験した。研修終了時には同臨床心理士会によ
るアンケートが実施され、研修会の内容が勉強
になったかという質問に対して、「まあまあ」、
「とても」を合わせると約 99％が勉強になった
と回答し、また、これから仕事をするうえで役
立つと思うかとの質問には「ある程度」、「とて
も」を合わせ約 97％が役立つと回答したことが
同臨床心理士会より講師に伝えられた（講師
談）。同日、筆者もマニュアルを用いたセラピス
ト・フォーカシングに関するアンケート用紙を
配布し、約 180 名の研修参加者のうち 148 名よ
り回答を得た。アンケート用紙配布時に、当ア
ンケートは研究のために行うこと、個人を特定
する項目はなく、匿名での記入・提出をもって
研究協力に同意を得たとみなす旨の説明を行っ
た。また、当アンケートは、自由記述項目で構
成されており、自由記述欄に書かれていた回答
内容（フォーカシング体験に関する感想の記述
であるため、以下、内省報告と称する）を筆者
なりに整理したところ、以下の項目に分類され
た。それらの項目を《　》で示し内省報告の一
部を紹介する。
《フォーカシングを体験してみての感想》
　「自分の感覚を話すことは、本当に個人的・
内面的なことなのに、それによって Ca. を客
観的に見ることができたことが驚きだった」、
「リスナーに何かアドバイスをされているわけ
ではなく、抱えている問題そのものが自分に
アドバイスをくれているような感じになっ
た」、「リスナーに話しているというよりどん
どん自分の中に入り込んでいく感じがあり、
鏡に映して見直している感じがした」、「話し
ている途中で頭痛や肩重が起き、押さえなが
ら話していたが、思ってもいなかった言葉が
出たとき嘘のようにスーッと痛みがなくなり、
表情も変わったと言われた」、「感じているこ
とを一言で言い表せた時、“ハッとする感覚”
があった」、「初めは半信半疑だったが、実際
にやってみると部屋が片付いたようなすっき
りした気分になれた」
《クライエント／ケースに対する理解の促進》
　「Ca. のことを思うと、どうしようもなさを
感じていたが、相手が本当に求めていること
は別のことだということがわかった」、「Ca. に
ついて、どうにも動かないように感じていた
が、自分が無理に動かそうとしているという
ことがわかった」
《ケースの見立てへの気づきや変化》
　「Ca. に対する新しい見方が生まれて驚い
た」、「気づきを得たことで、これまでとは少
し違った見方でCa.を見ることができた」、「新
たな気持ちで Ca. に向き合えそう」、「次にで
きそうなことが見つかった」
《ケースとの距離の変化》
　「Ca. と距離が取れる感じがした」、「困った
感から少し距離を取ることができた」
《セラピストとしてのあり方への気づきや自己理
解の促進》
　「リスナーをしていて、いつも Cl. の気持ち
を聞きながらも『それはどういう状況で？』
と質問している自分の Th. としてのあり方に
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気づいた」、「言葉にしたことで、頭の中で漠
然と思っていたことに捉われていたことに気
づいた。現状は変わらないけどこころの中が
軽くなった」、「自分が自分の感情と距離を取
れていなかったと気づいた」、「職場環境に対
して怒っていたけど、それを我慢していたこ
とがわかった」
《クライエント体験をして気づいたこと》
　「普段 Cl. に話すことを要請しているが、誰
かに自分の気持ちを話すことは大変だと思っ
た」、「感じていることを言語化するのは難し
い。Cl. はよく言語化してくれていると思っ
た」、「私も話を聴いてもらいたいと思ってい
たのがわかった」
《自分の気持ち／ケースについてあらためて注意
を向ける機会》
　「自分の気持ちから Ca. を見つめることが、
自分や Ca. にとって必要なことを見出すきっ
かけになった」、「日常において 20 分という時
間でさえもゆっくりと Ca. に集中して感じる
ことができていないことに気づいた」、「心理
士が自分の担当 Ca. について見つめ直す機会
があまりなく、感じていることを少しまとめ
ることができてよかった」
《短時間でできる支援》
　「Ca. に対する自分の気持ちを短時間で整理
することができた」、「短時間で深い体験がで
きた」「Ca. を違う角度から見られた。しかも
短時間で！」
《聴いてくれる人がいる、聴いてもらえる機会が
あることへの安心感》
　「ひとり職場で聴いてくれる人がいないの
で、Th. のケアに必要だと感じた」、「私だっ
て聴いてもらいたいと思った」、「ひとりで内
省していても出てこなかった感じが言葉に出
てきた」、「普段、口にしにくいネガティブな
ことを話して、それをリフレクションしても
らえるだけで少し楽になれた」、「体が軽くな
った。つかえていたものがとれた。ひとりで
抱えていたので今までとてもしんどかったか
ら」、「リフレクションをしてもらって、認め
られている気がして安心できた」、「流れに引
き戻してくれるリスナーがいるので、安心し
て自分の世界を展開できた」、「短い時間でも、
自分の体験過程に沿ってくれていると思える
ことがとても心地よかった。わかろうとして
くれている人が一緒にいると感じられること
が心地よかった」
《詳細を話さなくてもいいという安心感》
　「いつも重苦しく感じていた気持ちを守秘義
務への不安なく話せた点が大きい」、「詳しく
言わないことで守られている感じがあり、自
分の中ではきちんといろいろな変化が起きて
いた」、「事実関係を明らかにしなくても振り
返れることに驚いた」、「状況を説明しなくて
いいので気を遣わなくてよかったし、その分
自分の感覚に注意を払えた」、「詳しい話をし
ていないのに腑に落ちる感覚が不思議だっ
た」、「Ca. の詳細を言わなくていいので、大
勢の場でもやりやすい」、「Ca. の情報を知ら
れていないからこそ、自分の気持ちや思いだ
けに集中できた」
《スーパービジョンとの違い》
　「評価されないのがよかった」、「資料もなく
Ca. の内容も知らない状態で、自身が感じて
いる感覚を元に自身で気づいていく過程は面
白い」、「SV と違いリラックスできた」
《定期的なセラピスト・フォーカシングの機会の
必要性》
　「日常的にこのような機会があればいいと思
った」、「日頃、こうした体験が欲しい」「セラ
ピスト・フォーカシングをもっと多くの人に
経験してもらえる場があればいい」
《フォーカシングの難しさ》
　「リスナーが難しかった」、「終わり方が難し
い」、「リスナーをしていて、具体的に聞きた
い衝動に駆られた」、「展開しない感じになる
と、相手の話をまとめてみたり、かなり介入
的になってしまった」、「おもしろいけど、少
しこわい」、「苦手でした」、「反応とフェルト
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センスの違いを明確にするのが難しかった」
《マニュアルについて》
　「ステップ C-8）が難しかった。（教示にあ
る）応答をどのように入れるのかに迷った」、
「ステップ C-7）から 8）になると知的な作業
になる感じがする」、「全体を眺めると言う意
味がよく分からなかった」、「マニュアルに目
を戻している間に、注意がそれてしまう気が
するので簡略な図があるといいかもしれな
い」、「Cl. と一緒に書き込めて、変化が形に残
るような様式があればおもしろい」
5 ．考察
⑴　セラピスト・フォーカシング・マニュアルによ
る支援の特徴
　本マニュアルを用いたフォーカシングを体験
した Th. の内省報告において、これまでのセラ
ピスト・フォーカシングと同様に Cl./Ca. に対す
る理解や、Th. としてのあり方といった自己理
解の促進が認められた。また、見立てに変化が
生じる、Cl./Ca. との距離が取れたことで気持ち
が楽になるなど、Cl./Ca. との関係性にも変化が
生じていた様子が観察された。平野（2010b）、
Hirano（2011）はフォーカシングをセラピスト
支援に用いることの利点として、詳細を語らな
くともセッションを行えること（守秘義務の遵
守）や、聴いてくれる人がいることで得られる
安心感について報告しているが、その利点が活
かされていたことは本マニュアル体験者の内省
報告でも確認された。これらに加え、クライエ
ント体験により気づきを得られる、自分の気持
ちや Ca. を短時間で見つめ直すことが可能であ
るなども本マニュアルによる支援の特徴として
認められた。
⑵　マニュアルとしての有用性
　本マニュアル作成にあたって、フォーカシン
グに馴染みのない Th. であってもセラピスト・
フォーカシングと同様の有益性を享受できるこ
とを目的のひとつとした。本マニュアルを用い
た Th. がフォーカシング特有のプロセス（例え
ば推進：フェルトセンスがぴったりくる言葉で
言い表されて明示的になったとき、感じられて
いたことが変化する。それに伴いからだの感覚
や表情も変化する）を体験していたこと、Cl./
Ca. の理解だけではなく自己理解も促進されて
いたなど前述の特徴や利点を考慮すれば、本マ
ニュアルがセラピスト支援の方法として有益で
あり、Th. のフォーカシング経験を問わず有用
であったことが示唆された。
⑶　報告された難しさへの対応
　報告されたフォーカシングやマニュアルに関
する難しさについては、〈リスナー〉、〈解説とア
ドバイス〉という留意項目を明確に示すことと、
可能な限りフォーカシング独特の用語や言い回
しを用いないなどの修正を加え対応した。例え
ば、表 1 中のステップ C-8）「その Cl./Ca. の何
がそんなに○○のように感じられるのだろう」
に関しては、知的な作業に感じるなど実践の難
しさが報告されていた。恐らくこれは、「何が」
と問われた時点で原因を探そうとしてしまった
ために、それまではフェルトセンスに向けられ
ていたフォーカサーの注意が実際の Cl./Ca. の事
象に向いてしまったためではないかと考えられ
る。そこで、「フォーカサーは“何が？”と考え
ようとするのではなく、感じられていることに
注意を向けたまま、それにやさしく声を掛ける
ように問いかけてみましょう」とのアドバイス
を加筆した。マニュアルの簡素化やリスナーに
対するアドバイスの再考など、本マニュアルに
は修正の余地はあるが、これに関してはより多
くの体験者からの内省報告を参考に今後の課題
として対応したい。
⑷　内省報告から見えるセラピストの現状
　Th. が対応の難しさや気がかりを感じるのは
Cl. や Ca. についてだけではない。並行面接を行
っている同僚や職場環境も対象となり得るし、
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Th. の支援でありながらも評価を伴う SV には
緊張も含まれる。また、業務と直接的な関係は
ないかもしれないが Th. 自身が抱えている問題
も無視はできない。しかし記述された内省報告
からありありと浮かび上がってきたのは気がか
りそのものではなく、自分の気持ちや Cl./Ca. を
見つめ直す機会、そして感じていることを誰か
に聴いてもらえる機会が乏しいという Th. の現
状である。要因のひとつに、非常勤が珍しくは
ないという心理臨床家の勤務形態がある。職場
もしくは同一勤務日に Th. は自分だけという、
いわゆる“ひとり職場”の Th. が多く、Ca. を
振り返る時間的な余裕はなく聴いてもらえる人
もいない。さらに、守秘義務も要因のひとつと
言える。内省報告からは、話ができる同僚や同
じ専門職がいたとしても、守秘義務の遵守が職
務の大前提である以上、話せる内容は限られ、
本当に聴いてもらいたい気がかりや困難感を抱
えたまま日々の業務をこなしている様子が見受
けられた。このような特殊な職務環境を考慮す
れば、守秘義務への不安もなく、SV のような
緊張や評価も伴わずに聴いてもらえる“セラピ
ストのためのフォーカシング”という機会を持
つことは、Th. にとって安心できる場として貴
重であり、それだけで支援となることが示され
た。
6 ．今後の展望
　本マニュアルの実施例は Th. に対しての単発
セッションであるが、今後は 1 ケースでの継続
的セッションも考えられる。セラピスト・フォ
ーカシングの他の対人援助職への応用があるよ
うに、例えば教育現場におけるコンサルテーシ
ョンのひとつのあり方としての提案など、本マ
ニュアルの他職種への応用も可能である。その
際は職種によるマニュアルの修正も必要となっ
てくるだろう。また、筆者はこれまで国際会議
において継続的に Th. のためのフォーカシング
やフォーカシング・マニュアルに関する発表
（Hirano 2011；Hirano & Ikemi 2009, 2011）を
行ってきたが、カナダ、フランス、イスラエル
在住のフォーカシング実践家たちによって本マ
ニュアルを利用したワークが実施されつつあり、
初心者 Th. への応用の試みも報告されている。
海外での実践成果の集約や、国際的なコラボレ
ーションなども今後の課題と言えるだろう。
付記
　本論および本マニュアルの作成にあたり、ご助言とご
指導を賜りました関西大学大学院心理学研究科 池見陽
教授に、深謝申し上げます。
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